
MDS輻輳カウンタとコマンドの理解：リファレ
ンスマニュアル

内容

概要

このドキュメントでは、現在のMDSプラットフォームの輻輳診断に適用されるさまざまなカウン
タと表示について説明します。

詳細

MDSスイッチおよびモジュールの輻輳関連のカウンタと説明

MDS 9700–
16G FCラインカード：DS-X9448-768K9•
24/10 10G/40G FCIPラインカード – DS-X9334-K9•
32G FCラインカード：DS-X9648-1536K9•
64G FCラインカード：DS-X9748-3072K9•

•

MDS 9250i マルチサービス ファブリック スイッチ•
MDS 9148S 16Gファブリックスイッチ•
MDS 9396S 16Gファブリックスイッチ•
MDS 9132T 32Gファブリックスイッチ•
MDS 9148T 32Gファブリックスイッチ•
MDS 9396T 32Gファブリックスイッチ•
MDS 9220i 32Gファブリックスイッチ•
MDS 9124V 64Gファブリックスイッチ•
MDS 9148V 64Gファブリックスイッチ•
MDS 9396V 64Gファブリックスイッチ•

表1:FC：遅延のみを示すカウンタ

表2:FC：フレームドロップを示すカウンタ

表3：インターフェイス上またはインターフェイスに対するアクションを示すFCカウンタ

表4:FC：通常のフローを示すカウンタ



表5:FC：輻輳に関連するSNMP変数

表6:FC：輻輳に関連する割り込みを示すカウンタ

スーパースクリプトは、ラインカードの生成またはスイッチタイプを示します。表6の下のリスト
を参照してください。

表1:FC：遅延のみを示すカウンタ

カウンタ名 説明 コマンド 追加情報

F16_RCM_RCP0_RBBZ_CH05,96S,2410 

F16_RCM_RCP0_RBBZ_CH15,96S,2410 

F16_RCM_RCP0_RBBZ_CH25,96S,2410 

F16_RCM_RCP0_RBBZ_CH35,96S,2410 

VIP_RCM_RBBZ_CH0_CNT 50i、48秒

F32_RCM_P8_P15_RCP_RBBZ_CH06,32T,48T,96T,20i

F32_RCM_P8_P15_RCP_RBBZ_CH16,32T,48T,96T,20i

F32_RCM_P8_P15_RCP_RBBZ_CH26,32T,48T,96T,20i

F32_RCM_P8_P15_RCP_RBBZ_CH36,32T,48T,96T,20i

F64_RCM_P0_P7_RCP_RBBZ_CH07,24V,48V,96V

F64_RCM_P0_P7_RCP_RBBZ_CH17,24 V,48 V,96 V

F64_RCM_P0_P7_RCP_RBBZ_CH27,24V,48V,96V

F64_RCM_P0_P7_RCP_RBBZ_CH37,24V,48V,96V

ch0のRx B2Bクレジットのゼロへの遷移の総数。これらの遷移は、一般に、感知され
た輻輳が原因で、スイッチが接続されたデバイスにバックプレッシャを適用している
ことを示します。この感知された輻輳は、このデバイスが通信しているインターフェ
イス上で返されるTx B2Bクレジットの不足が原因である可能性があります

このカウンタでは、時間がゼロであることを示す表示はありません。この値は、瞬時
に、または長時間ゼロのままになる可能性があります。

show interface countersの出力にも次のように表示されます。

xxxx：ゼロからのB2Bクレジット遷移を受信

または

xxxx:B2Bクレジットを0に受信

show interface countersの「from」はこのCisco Bug IDによって「to」に変更されま
した

CSCug35184  show interface counters - rx BB creditのゼロ状態への遷移

F16、F32、F64、CH0:CHxは仮想チャネルまたは仮想リンクを示します。リンクが
R_RDYモードの場合は、VL0(CH0)のみが使用されます。リンクがER_RDYモードの
場合は、リンクが発生しているVLに応じて増加します。具体的には、

CH0 - VL0 – これは制御仮想リンクです

CH1 - VL1 – これは高優先順位仮想リンクです（現在使用されていません）

CH2 - VL2 – 低速デバイス仮想リンク

CH3 - VL3 – これは通常の仮想リンクです

Pxx_Pxxは、ポートグループを示します

スーパーバイザ：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,6,note1

なし48s、50i

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> FS

 

ラインカード：

スロットx:show hardware internal statistics 
device fcmac|すべて5、6、7、2410、48s、50i、96S、
32T、48T、96T、24V、48V、96V

 

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCug35184


F16_TMM_PORT_TBBZ_CH05,96S,2410

F16_TMM_PORT_TBBZ_CH15,96S,2410

F16_TMM_PORT_TBBZ_CH25,96S,2410

F16_TMM_PORT_TBBZ_CH35,96S,2410

VIP_TMM_TBBZ_CH0_CNT50i、48秒

VIP_TMM_TBBZ_CH1_CNT50i、48秒

F32_TMM_PORT_TBBZ_CH06,32T,48T,96T,20i

F32_TMM_PORT_TBBZ_CH16,32T,48T,96T,20i

F32_TMM_PORT_TBBZ_CH26,32T,48T,96T,20i

F32_TMM_PORT_TBBZ_CH36,32T,48T,96T,20i

F64_TMM_PORT_TBBZ_CH07,24V,48V,96V

F64_TMM_PORT_TBBZ_CH17,24 V,48 V,96 V

F64_TMM_PORT_TBBZ_CH27,24 V,48 V,96 V

F64_TMM_PORT_TBBZ_CH37,24 V,48 V,96 V

 

ch0またはch1上のTx B2Bクレジットに対する0への遷移の総数。これらの遷移は通常
、接続されたデバイスで、そのデバイスでの輻輳が原因でスイッチからR_Rdyプリミ
ティブを保留した結果です。

このカウンタでは、時間がゼロであることを示す表示はありません。この値は、瞬時
に、または長時間ゼロのままになる可能性があります。

show interface countersの出力にも次のように表示されます。

xxxx transmit B2B credit transitions from zero（ゼロからB2Bクレジット遷移を送信し
ました）

または

xxxx：送信B2Bクレジットがゼロに移行

show interface counters "from"はこのCisco Bug IDによって"to"に変更されました

CSCug35184     show interface counters - rx BB creditのゼロ状態への遷移

F16、F32、およびF64の場合、CH0 ～ CH3は仮想チャネルまたは仮想リンクを示し
ます。リンクがR_RDYモードの場合は、VL0(CH0)のみが使用されます。リンクが
ER_RDYモードの場合は、リンクが発生しているVLに応じて増加します。具体的に
は、

CH0 - VL0 – これは制御仮想リンクです

CH1 - VL1 – これは高優先順位仮想リンクです（現在使用されていません）

CH2 - VL2 – 低速デバイス仮想リンク

CH3 - VL3 – これは通常の仮想リンクです

スーパーバイザ：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,6,7,note1

なし48s、50i

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> FS

 

ラインカード：

スロットx:show hardware internal statistics 
device fcmac|すべて5、6、7、2410、48s、50i、96S、
32T、48T、96T、24V、48V、96V

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

パケットは送信可能ですが、R_RDYモードのリンクではクレジットを使用できませ
ん。

Gen5(F16)：クロックサイクルごとに増分します。速度グループに応じて2クロック
サイクル：

1)2/4/8/16Gモードのポート：

サイクル= 2.353ナノ秒425Mhz)

2)10Gモードのポート：

サイクル= 3.14ns 320Mhz

9250i/9148s：クロックサイクルごとに増分（サイクル= 2ns 500MHz）

F32：クロックサイクル850Mhz(1.175 ns)ごとに増分

スーパーバイザ：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,note1

なし48s、50i

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 、96S

 

ラインカード：

slot x show hardware internal statistics device 
fcmac|all <port xx>5、6、48s、50i

F16_TMM_PORT_TWAIT_CNT5,2410,96S 

VIP_TMM_TXWAIT_CH0_CNT50i、48秒

VIP_TMM_TXWAIT_CH1_CNT50i、48秒

F32_TMM_PORT_TWAIT6,32T,48T,96T,20i

F64_TMM_PORT_TWAIT7,24 V,48 V,96 V

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCug35184


F64：クロックサイクルごとに1.1 Ghz(0.909 ns)ずつ増分

F16/F32/F64：実時間を計算するには：

秒= Twait / clock_rate

表3 SNMP変数fcIfTxWaitCountを参照してください。

 

 

F32_ENI_PORT_CWAIT_CH06,32T,48T,96T,20i 

F32_ENI_PORT_CWAIT_CH16,32T,48T,96T,20i  

F32_ENI_PORT_CWAIT_CH26,32T,48T,96T,20i 

F32_ENI_PORT_CWAIT_CH36,32T,48T,96T,20i

F64_ENI_PORT_CWAIT_CH07,24V,48V,96V

F64_ENI_PORT_CWAIT_CH17,24V,48V,96V

F64_ENI_PORT_CWAIT_CH27,24V,48V,96V

F64_ENI_PORT_CWAIT_CH37,24V,48V,96V

F64_ENI_PORT_CWAIT_CH47,24V,48V,96V

F64_ENI_PORT_CWAIT_CH57,24V,48V,96V

F64_ENI_PORT_CWAIT_CH67,24V,48V,96V

F64_ENI_PORT_CWAIT_CH77,24V,48V,96V

パケットは送信可能ですが、ER_RDYモードのリンクのVLではクレジットを使用で
きません。

ER_RDYリンクの特定のVLがゼロのTxクレジットを持ち、そのVLで送信するフレー
ムがある1.33 nsの時間。  

F32 CH0の場合、CH3は仮想チャネルまたは仮想リンクを示します。 リンクが
R_RDYモードの場合、F32_TMM_PORT_TWAITカウンタが使用されます。ENIに対
して、クロックサイクルごとに750 Mhz(1.333 ns)ずつ増分します。

F64 CH0の場合、CH7は仮想チャネルまたは仮想リンクを示します。F64には8つの
VLがありますが、ER_RDYモードで使用されているのは4つだけです。 リンクが
R_RDYモードの場合、F64_TMM_PORT_TWAITカウンタが使用されます。 ENIに対
して、クロックサイクルごとに1.1GHz(0.909ns)ずつ増分します。

リンクがER_RDYモードの場合、VLは次を表します。

CH0 - VL0 – これは制御仮想リンクです

CH1 - VL1 – これは高優先順位仮想リンクです（現在使用されていません）

CH2 - VL2 – 低速デバイス仮想リンク

CH3 - VL3 – これは通常の仮想リンクです

スーパーバイザ：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
6,note1

ラインカード：

slot x show hardware internal statistics device 
fcmac|all <port xx>6

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

OBFL:

show logging onboard error-stats2、3、4、56、48、
48s、50i

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors all|module 
x5,2410,6,7,note2（ハードウェア内部エラーをす
べて表示）

なし48s、50i、注4

ハードウェア内部エラーの表示96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

注1:Gen5および9250iでは、6.2(1)、6.2(5)、6.2(7)は増分
されません。

Cisco Bug ID CSCui27981     
FCP_SW_CNTR_RX_WT_AVG_B2B_ZEROがDS-X9448-
768K9で増加しない

組み込み済み： 6.2(9)

注2:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

注3:「show interface counters detailed」に追加されます。
Cisco Bug ID CSCvy61847を参照してください

5つの輻輳関連のカウンタを追加して、インターフェイス

FCP_SW_CNTR_RX_WT_AVG_B2B_ZERO5,2410,48S,50i,96S、注1

F32_MAC_KLM_CNTR_RX_WT_AVG_B2B_ZERO6,32T,48T,96T,20i

F64_CMON_RX_WT_100MS_CH0_CNT17,24V,48V,96V

F64_CMON_RX_WT_100MS_CH3_TMR1_HIT7,24V,48V,96V

インターフェイスで100ミリ秒間に0回のRx B2Bクレジットが発生した回数。このス
テータスは通常、通信しているデバイスへのパスの輻輳が原因で、スイッチがそのイ
ンターフェイスに接続されているデバイスにR_Rdyプリミティブを保留していること
を示します

リンクがR_RDYモードのとき、CH0はチャネル0です

リンクがER_RDYモードの場合、CH3は「通常」VLです

F32より前のソフトウェアcreditmonプロセスによって増分されます。F32（F64を含
む）から始まり、ハードウェアタイマーによって増分されます。



 

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,note2

なし48S、50i

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットxのハードウェア内部エラー
:5,2410,6,7,48s,50i

slot x show hardware internal statistics device 
fcmac all <port 
x>5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

カウンタの詳細を表示する

OBFL:

show logging onboard error-
stats5,2410,6,7,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <all|module 
x>5,2410,6,7，注1

なし48S、50i

ハードウェア内部エラーの表示96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

 

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
4,5,2410,6,7,note1

なし48,48s,50i

FCP_SW_CNTR_TX_WT_AVG_B2B_ZERO5,2410,50i,48S,96S

F32_MAC_KLM_CNTR_TX_WT_AVG_B2B_ZERO6,32T,48T,96T,20i

F64_CMON_TX_WT_100MS_CH0_TMR1_HIT7,24V,48V,96V

F64_CMON_TX_WT_100MS_CH3_TMR1_HIT7,24V,48V,96V

100ミリ秒間にインターフェイスのTx B2Bクレジットがゼロになった回数。このステ
ータスは、通常、そのインターフェイスに接続されているデバイスでの輻輳を示しま
す。

リンクがR_RDYモードのとき、CH0はチャネル0です

リンクがER_RDYモードの場合、CH3は「通常」VLです

9710上のNX-OS 6.2(1)から6.2(7)および9250i上のNX-OS 6.2(5)から6.2(7)は、
F16_FCP_INTR_TMM_P_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_L_Hに基づいて増分されました
。 

VIPER_FCP_INTR_TMM_CWAIT_AVG_LIVE_CH1_OVER_THRESHOLD_RAISING割
り込み。

したがって、この問題が発生したのはハードウェア割り込みが発生した時点だけで、
以前のインスタンスのように100ミリ秒間隔ごとではありません。

MDS 9700、9250i、および9148S:NX-OS 6.2(9)では、これらの値はソフトウェアク
レジットプロセスによって再び増分されます。ポートが0 Txクレジットのままになる
100ミリ秒間隔ごとに再び増分されます。F32（F64を含む）から始まり、ハードウェ
アタイマーによって増分されます。

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

注2:「show interface counters detailed」に追加されます。
Cisco Bug ID CSCvy61847を参照してください

5つの輻輳関連のカウンタを追加して、インターフェイス
カウンタの詳細を表示する



ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、48S、50i、96S、32T、48T、96T、20i、
24V、48V、96V

 

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device fcmac全ポート
x5,2410,6,7,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <all|module x>、5、
6

ハードウェア内部エラーの表示96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

 

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,Note2

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 96S、32T、48T、96T、20i、24V、
48V、96V

ラインカード：

スロットxは、ハードウェア内部統計デバイスを
示します。すべて5、2410、6、7、96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、32T、48T、96T、20i、24V、48V、
96V

OBFL:

show logging onboard <module x> counter-
stats5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

F16_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_L_H_CNT5,96S,note1,note3

F32_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_L_H6,32T,48T,96T,20i，注4

F64_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_L_H7,24V,48V,96V

スタックポートタイムアウト値（no-credit-dropしきい値）に対して、ポートがゼロ
Txクレジットになった回数。

9710上のNX-OS 6.2(1) ～ 6.2(7)は、クレジット損失回復に使用され、1s（Fポート
）/1.5s（Eポート）に設定されました。

次の方法で設定する必要があります。

 System timeout no-credit-drop <ms>モードf

または8.1(1)以降：

  System timeout no-credit-drop <ms>論理タイプエッジ

このカウンタは、デフォルトで500ミリ秒に設定されているため、「system timeout 
no-credit-drop」が設定されていない場合でも増加します。no-credit-dropが設定され
ていない場合、アクションは実行されず、単にポートのTxクレジットが500ミリ秒ゼ
ロであることを示します。注3

これはマムシ類のカウンタに似ています。

VIP_TMM_STK_PRT_TO_TRANSITION_CHx_CNT

注1：ポートフラップ中に誤って増分する可能性がありま
す。

Cisco Bug ID CSCus70632     ポートフラップ時の
F16_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_L_H_CNTの
増加

NX-OS 6.2(13)に統合

注2:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

注3:Cisco Bug ID CSCut27271  no-credt-dropを削除する
ときにスタックポートのしきい値がデフォルトにリセット
されない

統合：NX-OS 6.2(13)

注4：バグCSCwa76582により、NX-OS 9.3(2)のOBFLエラ
ー統計に追加されました。 

注5:「show interface counters detailed」に追加されます。
バグ：Cisco Bug ID CSCvy61847を参照してください。

5つの輻輳関連のカウンタを追加して、インターフェイス
カウンタの詳細を表示する

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCut27271
https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwa76582


 

show logging onboard <module x> error-
stats5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V，注4

 

 

F16_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_H_L_CNT5,96S，注1

F32_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_H_L6,32T,48T,96T,20i，注3

F64_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_H_L7,24V,48V,96V

スタックされた後にポートがクレジットを受信した回数（no-credit-dropしきい値に
到達）

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <all|module 
x>5,2410,6,7

ハードウェア内部エラーの表示96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

 

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,note2

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 96S

ラインカード：

スロットxは、ハードウェア内部統計デバイスを
示し、すべて5、2410、6、7、96S、32T、48T、96T、
20i、24V、48V、96V

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、32T、48T、96T、20i、24V、48V、
96V

OBFL:

show logging onboard <module x> counter-
stats5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

show logging onboard <module x> error-
stats5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V，注3

注1:Cisco Bug ID CSCut27271  no-credit-dropを削除する
ときに、スタックポートのしきい値がデフォルトにリセッ
トされない

統合：NX-OS 6.2(13)

注2:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

注3:Cisco Bug ID CSCwa76582により、NX-OS 9.3(2)の
OBFLエラー統計に追加 

F16_TMM_PORT_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_L_H_CNT ポートが低速ポートタイムアウト値に対してゼロTxクレジットになった回数。 Supハードウェアの内部統計： 注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCut27271
https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwa76582


5,2410,96S

F32_TMM_CH0_TMR1_HIT6,32T,48T,96T,20i，注2

F64_TMM_PORT_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_L_H7,24V,48V,96V

9710上のNX-OS 6.2(1)から6.2(7)および9250i上のNX-OS 6.2(5)から6.2(7)では、
FCP_SW_CNTR_TX_WT_AVG_B2B_ZEROを増加させるために使用されました。

カウンタ.

したがって、この問題が発生したのはハードウェア割り込みが発生した時点だけで、
以前のインスタンスのように100ミリ秒間隔ごとではありません。

NX-OS 6.2(9)では、これはslowport-monitor機能に使用されます。

次の方法で設定する必要があります。

 System timeout slowport-monitor <ms>モードe|f

Slowport-monitorイベントは、次の方法で表示できます。

 show process creditmon slowport-monitor-events（隠しコマンド）

  show logging onboard slowport-monitor-events（隠しコマンド）

これはマムシ類のカウンタに似ています。

VIP_TMM_SLO_PRT_TO_TRANSITION_CHx_CNT

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
,5,2410,6,7,Note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカード：

スロット1はハードウェア内部統計デバイスをす
べて表示|fcmac 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

OBFL:

show logging onboard <module x> counter-
stats5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

ーパーバイザのモジュール番号になります。 

注2:NX-OS 8.1(1)では、slowport-monitorはER_RDYモード
でのみ動作します。

注3:「show interface counters detailed」に追加されます。
Cisco Bug ID CSCvy61847を参照してください

5つの輻輳関連のカウンタを追加して、インターフェイス
カウンタの詳細を表示する

F16_TMM_PORT_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_H_L_CNT5,2410,96S

 

なし6、32T、48T、96T、20i

F64_TMM_PORT_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_H_L7,24V,48V,96V

低速ポートタイムアウトのしきい値がトリガーされた後にクレジットが受信された回
数。

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,Note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカード：

スロット1はハードウェア内部統計デバイスをす
べて表示
|fcmac5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブス
ーパーバイザのモジュール番号になります。 

スタックポートタイムアウト値に対するポートのTxクレジットがゼロになった回数。

– チャネル0（高優先度キュー）

– チャネル1（低優先度キュー）

NX-OS 6.2(5) ～ 6.2(7)(9250i)では、クレジット損失回復に使用され、1s（Fポート
）/1.5s（Eポート）に設定されました。

スーパーバイザ：

なし

ラインカード：

スロット1のshow hardware internal statistics 
device all|fcmac

VIP_TMM_STK_PRT_TO_TRANSITION_CH0_CNT48S、50i、注2

VIP_TMM_STK_PRT_TO_TRANSITION_CH1_CNT48S、50i、注2

注2:Cisco Bug ID CSCut27271 

no-credit-dropを削除するときに、スタックポートのしきい
値がデフォルトにリセットされない

統合：NX-OS 6.2(13)

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCut27271


NX-OS 6.2(9)では、ソフトウェアクレジットプロセスが再びクレジット損失回復を検
出し、「system timeout no-credit-drop」にstuck force timoutが使用されます。デフォ
ルトは500ミリ秒で、アクションは実行されません（パケットがドロップされなけれ
ば、到達します）。

次の方法で設定する必要があります。

 System timeout no-credit-drop <ms>モードe|f

このカウンタは、デフォルトで500ミリ秒に設定されているため、「system timeout 
no-credit-drop」が設定されていない場合でも増加します。no-credit-dropが設定され
ていない場合、アクションは実行されず、単にポートのTxクレジットが500ミリ秒ゼ
ロであることを示します。注3

これは、Gen5カウンタF16_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_L_H_CNTに似
ています

スロット1にハードウェア内部エラーが表示され
る

VIP_TMM_SLO_PRT_TO_TRANSITION_CH0_CNT48S、50i

VIP_TMM_SLO_PRT_TO_TRANSITION_CH1_CNT48S、50i

ポートが低速ポートタイムアウト値に対してゼロTxクレジットになった回数。

– チャネル0（高優先度キュー）

– チャネル1（低優先度キュー）

9250i上のNX-OS 6.2(5) ～ 6.2(7)。これは、
FCP_SW_CNTR_TX_WT_AVG_B2B_ZEROカウンタを増加させるために使用されま
した。

したがって、この問題が発生したのはハードウェア割り込みが発生した時点だけで、
以前のインスタンスのように100ミリ秒間隔ごとではありません。

NX-OS 6.2(9)では、これはslowport-monitor機能に使用されます。

次の方法で設定する必要があります。

 System timeout slowport-monitor <ms>モードe|f

Slowport-monitorイベントは、次の方法で表示できます。

 show process creditmon slowport-monitor-events（隠しコマンド）

  show logging onboard slowport-monitor-events（隠しコマンド）

これはGen5カウンタと同様です。

F16_FCP_INTR_TMM_P_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_L_H

スーパーバイザ：

なし

ラインカード：

 show hardware internal statistics device all|fcmac

F64_RCM_RWAIT_CH0_CNT27,24 V,48 V,96 V

F64_RCM_RWAIT_CH1_CNT27,24 V,48 V,96 V

Receive Credit Managerで測定されたRxWaitカウンタ（2.5マイクロ秒間
隔）。より詳細なTWAITを使用するTxWaitと比較すると、2.5 us未満の

スーパーバイザ：

なし



F64_RCM_RWAIT_CH2_CNT27,24 V,48 V,96 V

F64_RCM_RWAIT_CH3_CNT27,24 V,48 V,96 V

F64_RCM_RWAIT_CH4_CNT27,24 V,48 V,96 V

F64_RCM_RWAIT_CH5_CNT27,24 V,48 V,96 V

F64_RCM_RWAIT_CH6_CNT27,24 V,48 V,96 V

F64_RCM_RWAIT_CH7_CNT27,24 V,48 V,96 V

ゼロRxクレジットの間隔が失われます。これは、RxWaitがリンクの反対
側のTxWaitカウンタよりも常に小さいことを意味します。

ラインカード：

slot x show hardware internal statistics device 
fcmac|all7,24V,48T,96V

 

 

表2:FC：フレームドロップを示すカウンタ

カウンタ名 説明 コマンド 追加情報

Transmit Memory Manager(TMM)によ
ってtolb_pathまたはnpパスで廃棄され
たフレームの数。これらの廃棄には、
タイムアウト、オフライン、廃棄の中
止、出力時のダミーフレーム廃棄など
、あらゆる種類のパケット廃棄が含ま
れます。

これらのカウンタは、基礎となるすべ
てのカウンタの集約カウンタです。

たとえば、F32の場合は次のようにな
ります。

F32_TMM_PORT_ABORT

F32_TMM_PORT_LB_DROP

F32_TMM_PORT_TIMEOUT_ドロップ

F32_TMM_PORT_オフライン

F32_TMM_PORT_ABORT_DROP

F32_TMM_ポート_ツー_ドロップ_クラ
ス

F32_TMM_ポート_TO_ドロップ_クラ
ス2

Supハードウェア内部エラー

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7、注2

 

なし48s、50i

 

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

 

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,注2

なし48s、50i

 

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

F16_TMM_PORT_FRM_DROP_CNT5,2410,96S

FCP_CNTR_TMM_NORMAL_DROP48

VIP_TMM_NORMAL_DROP_CNT50i、48S、注1

VIP_TMM_TOTAL_DROP_ CNT50i、48S、注1

F32_TMM_PORT_FRAME_DROP6,32T,48T,96T,20i

F64_TMM_PORT_FRAME_DROP7、24 V、48 V、96 V

注1：ドロップが発生するのは正常ではないので、このカウン
タの名前は誤解を招くものです。   Cisco Bug ID CSCus60322 

  このカウンタに含まれる廃棄は必ずしも正常ではないため、
名前がVIP_TMM_NORMAL_DROP_CNTから
VIP_TMM_TOTAL_DROP_CNTに変更されました。

Cisco Bug ID CSCus60322  VIP_TMM_TO_CNTと
VIP_TMM_TO_DROP_CNTをpacket-flow droppedに追加

NX-OS 6.2(13)に統合

注2:MDS 9700でmoduleを指定しない場合、デフォルトはアク
ティブスーパーバイザのモジュール番号になります。 



F32_TMM_ポート_TO_ドロップ_クラ
ス3

F32_TMM_PORT_TO_DROP_CLASSO

F32_TMM_PORT_TO_CLASSF

F64の場合、リストは同様です。

ラインカードハードウェアの内部エラー

show hardware internal errors:5、2410、6、7、
48S、50i、96S、32T、48T、96T、20i、24V、48V、96V

 

OBFL:

Show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,,6,7,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

Supハードウェア内部エラー

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7、注2

 

なし48s、50i

 

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

 

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,注2

なし48s、50i

 

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

ラインカードハードウェアの内部エラー

F16_TMM_TOLB_TIMEOUT_DROP_CNT5,2410,96S 

VIP_TMM_TO_DROP_CNT50i,48S,note1,note3

F32_TMM_PORT_TIMEOUT_DROP6,32T,48T,96T,20i

F64_TMM_PORT_TIMEOUT_DROP7、24V、48V、96V

タイムアウトドロップの総数。これに
は、輻輳ドロップが原因でタイムアウ
トしたフレーム、HW stuck force 
timeout(no-credit-drop)、HW slow port 
force timeout（この例はありません
）が含まれます。

輻輳ドロップのしきい値は、system 
timeout congestion-dropコマンドによ
って設定されます。すべての「モード
」（ポートタイプ）でデフォルトで
500ミリ秒でオンになっています。

system timeout congestion-drop xxx 
mode e|f（オプション）

または

system timeout congestion-drop xxx 
logical-type edge|core

注1：これにはVIP_TMM_TO_CNTと
VIP_TMM_STUCK_PORT_TO_CNTが含まれます。

注2:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 

注3：これはNX-OS 8.3(1)以降のshow interface counters「
timeout discards」およびfcIfTimeoutDiscardsに出力される値で
す。 以前は、VIP_TMM_TO_CNTが誤っていました。参照先：

Cisco Bug ID CSCva11058 :MDS 9148S 9250iタイムアウト破
棄およびfcIfTimeoutDiscards（すべてのタイムアウトドロップ
を含まない）

8.3(1)に統合

および

Cisco Bug ID CSCvi82068  MDS 9148S 9250i 
fcIfTimeoutDiscards（すべてのタイムアウトドロップを含む
）:2回

8.3(1)に統合



ハードウェア内部エラーの表示5、2410、6、7、
48S、50i、96S、32T、48T、96T、20i、24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 
5,2410,6,7,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

 

OBFL:

Show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

F16_TMM_TOLB_LB_DROP_CNT5,2410,96S

F32_TMM_PORT_LB_DROP6,32T,48T,96T

F64_TMM_PORT_LB_DROP7、24 V、48 V、96 V

輻輳が原因でドロップされたループバ
ックテストフレーム。これらは
AT=LBフレームです。これらは
Fxx_TMM_PORT_FRAME_DROPに集
約されます

Supハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,注2

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

ラインカードハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all> all <port x> 
5,2410,6,7,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

OBFL

なし

これらは（エラーではなく）その他に分類されるため、「show 
hardware internal errors」または「show logging onboard error-
stats」または「show logging onboard counter-stats」には含ま
れません。

F16_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_CNT5,2410,96秒

VIP_TMM_STUCK_PORT_TO_CNT 48S、50i

F32_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT 6,32T,48T,96T,20i

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,,6,7，注1

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 

注2:「show interface counters detailed」に追加されます。
Cisco Bug ID CSCvy61847を参照してください

Stuckポート処理によって強制廃棄され
たフレームの合計数(no-credit-drop)



F64_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT 7、24V、48V、96V ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

なし48S、50i

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、48S、50i、96S、32T、48T、96T、
20i、24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

5つの輻輳関連のカウンタを追加して、インターフェイスカウ
ンタの詳細を表示する

Supハードウェア内部エラー

なし48S、50i

 

Supハードウェアの内部統計情報：

なし48S、50i

ラインカードハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors:48S、50i

 

注1：これはNX-OS 8.3(1)以前のshow interface counters「
timeout discards」およびfcIfTimeoutDiscardsに出力される値で
す。 これは正しくありません。Cisco Bug IDを参照

CSCva11058 :MDS 9148S 9250iタイムアウト破棄および
fcIfTimeoutDiscards（すべてのタイムアウトドロップを含まな
い）

8.3(1)に統合

および

Cisco Bug ID CSCvi82068  MDS 9148S 9250i 
fcIfTimeoutDiscards（すべてのタイムアウトドロップを含む

VIP_TMM_TO_CNT 48S、50i、注1

輻輳ドロップのみによるタイムアウト
ドロップの総数。

詳細については、
VIP_TMM_STUCK_PORT_TO_CNTを

no-credit-dropが原因のタイムアウトに
よるドロップの総数

congestion-dropとno-credit-dropの両方
からのタイムアウトドロップ数につい
ては、VIP_TMM_TO_DROP_CNTを参
照してください。

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCva11058


ラインカードハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics device 
all|fcmac48S、50i

 

OBFL:

show logging onboard error-stats 48S、50i

show logging onboard counter-stats 48S、50i

）:2回

8.3(1)に統合

F16_TMM_PORT_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_CNT5

VIP_TMM_SLOW_PORT_TO_CNT 48S、50i

低速ポートモニタ処理のためにドロッ
プされたタイムアウトパケットの総数
です。slow-port-monitor機能にはパケ
ットドロップ機能が含まれていないた
め、これは増加しません

ありません。 実装されていません。

Supハードウェア内部エラー

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,,6,7，注1

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

なし48S、50i

 

Supハードウェアの内部統計情報：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,note1

 

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー| all <port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

なし48S、50i

ラインカードハードウェア内部エラー：

VIP_RHP_CNAV_DRP_CNT48S、50i

VIP_RHP_CNAV_DROP_CNT48S、50i、注2

F16_RHP_CNAV_DRP_CNT 5,2410,96S

F16_RHP_CNAV_DROP_CNT 5,2410,96S,注2

F32_RHP_CIP_CNAV_DRP_CNT 6,32T,48T,96T,20i

F32_RHP_CNAV_DROP_CNT6,32T,48T,96T,20i，注2

F64_RHP_CIP_CNAV_DRP_CNT 7,24 V,48 V,96 V

F64_RHP_CNAV_DROP_CNT 7,24V,48V,96V，注2

フレームは受信されましたが、入力で
クレジットを使用できません。これら
のフレームはCNAV_DROPSとしてド
ロップされます。これらは入力フレー
ムドロップです。

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 

注2:Cisco Bug ID CSCwi57997  これらのカウンタをOBFLに
追加し、名前を「DRP」から「DROP」に変更しました。

CSCwi57997 

OBFLへのVIP_RHP_CNAV_DRP_CNT、
F32_RHP_CIP_CNAV_DRP_CNT、および
F64_RHP_CIP_CNAV_DRP_CNTの追加

9.4(2)に統合

このNexusのバグは、Txクレジットなしで送信していたため、
CNAV_DROPが発生しました。

Cisco Bug ID CSCwe31997  Nexus C93360YC-FX2 FCインタ
ーフェイスがランダム

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwi57997
https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwi57997


スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、48S、50i、32T、48T、96T、20i、
24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー| all <port x> 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

Supハードウェア内部エラー

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,,6,7，注1

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

なし48S、50i

 

Supハードウェアの内部統計情報：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,note1

 

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー| all <port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

 

なし48S、50i

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、

IP_FCMAC_CNT_STATS_ERRORS_RX_BAD_WORDS_FROM_DECODER 48S、
50i、5,2410,96S

F32_MAC_KLM_CNTR_RX_BAD_WORDS_FROM_DECODER6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_RX_BAD_WORDS_FROM_DECODER 7,24V,48V,96V

無効でデコード不可能な送信ワード
(ITW)を受信しました。これらは、プリ
ミティブ信号、プリミティブなシーケ
ンス、または実際のデータフレームの
一部です。

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 



2410、6、7、96S、48S、50i、32T、48T、96T、20i、
24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー| all <port x> 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7，注1

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
,5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、32T、48T、96T、20i、24V、48V、
96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

なし48S、50i、注2

F32_MAC_KLM_CNTR_RX_FEC_未修正_ブロック6、32T、48T、96T、20i

F64_MAC_KLM_CNTR_RX_FEC_未修正_ブロック7,24 V,48 V,96 V

ビットエラーのために訂正できなかっ
た前方誤り訂正(FEC)ブロックの数。
その後、ブロックはFCMACレイヤまで
渡されます。これにより、FECブロッ
クが実際のデータフレームの一部であ
った場合に、Invalid Transmission 
Words（ITW；無効な伝送ワード）、
FCプリミティブ（R_RDYなど）の損
失、および/またはCRCが発生する可能
性があります。

FECは16G速度ではオプションですが
、32G以上の速度では必須です。

FEC_未修正エラーがOBFLに記録され
ない – 注3

場合によっては、これらは約33,000ず
つ増分するように見えます。注4

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 

注2:9148Sおよび9250iのViper ASICはFECをサポートしていま
せん。

注3:

Cisco Bug ID CSCvv93541

F32_MAC_KLM_CNTR_RX_FEC_UNCORRECTED_BLOCKSが
OBFLエラー統計カウンタ統計に記録されない

8.4(2c)および9.2(1)に統合

注4:

Cisco Bug ID CSCvw52616

32Gモジュールで増加するFECの修正済みエラーと未修正エラ
ー

統合：オープン



show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

IP_FCMAC_CNT_STATS_ERRORS_RX_CRC 5,2410,96S,48S,50i

IP_FCMAC_ERRORS_RX_CRC6、7、32T、48T、96T、20i、24V、48V、96Vj

FCMACレイヤで不正なCRCを持つフ
レームが受信された。

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7，注1

なし,48S,50i

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
,5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、48S、50i、32T、48T、96T、20i、
24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 

F16_RHP_NP_RCRC 5,2410,96S CRCエラーまたはMACエラーで受信さ
れた正常なパケットのうち、エラー

Supハードウェア内部エラー： 注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 



F32_RHP_NP_RCRC 6,32T,48T,96T,20i

F64_RHP_NP_RCRC 7、24V、48V、96V

EOFの順序が設定されていないパケッ
トの総数

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7，注1

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、32T、48T、96T、20i、24V、48V、
96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

外部デバイスからFC MACで受信され
たEOF Abortを含むフレーム。これは
、MDSが実際にEOFaを含むフレーム
を受信したことを示します。これを、
上位のRHPレイヤにある
Fxx_RHP_NP_EOFAカウンタと比較し
ます。 

これらのエラーは通常、UCSファブリ
ックインターコネクトなどのカットス
ルーデバイスがイーサネットCRCを検
出し、「ストンプCRC」エラーとして

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <module x> 6、7、
Note1、Note2

ハードウェア内部エラーの表示:32T、48T、96T、
20i、24V、48V、96V、注2

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
,5,2410,6,7,note1

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 

注2:IP_FCMAC_CNT_STATS_ERRORS_RX_EOFAはMISCに分
類され、エラーには分類されません。そのため、F16ベースの
プラットフォームでは、このエラーはどの「show hardware 
internal errors」にも表示されません。

注3:

Cisco Bug ID CSCww26937 

OBFLエラー統計のFxx_RHP_NP_EOFAを

IP_FCMAC_CNT_STATS_ERRORS_RX_EOFA 5,2410,96秒

IP_FCMAC_ERRORS_RX_EOFA 6,32T,48T,96T,20i,6,32T,48T,96T,20i



MDS FCインターフェイスに転送して
いることを意味します。このため、
MDSがCRCとEOFAを検出した場合、
これらはFCリンクの物理層の問題を示
すものではありません。UCSドメイン
内の物理層のイーサネットエラーを示
す

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxのハードウェア内部エラー:6、7、32T、
48T、96T、20i、24V、48V、96V、注2

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

OBFLにありません

IP_FCMAC_ERRORS_RX_EOFAに置換

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7，注1

なし,48S,50i

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
,5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、32T、48T、96T、20i、24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

F16_RHP_NP_EOFA 5,2410,96S

F32_RHP_NP_EOFA 6,32T,48T,96T,20i

F64_RHP_NP_EOFA 6,32T,48T,96T,20i

Fxx ASICの受信ヘッダープロセッサ
(RHP)ブロックで受信されたEOF 
Abort(EOF)を含むフレーム。通常、フ
レームはFCMACで受信されると
EOFn（通常）を持ちます。 計算され
たCRCがフレーム内のCRCと一致しな
い場合、フレームは破損しており、ド
ロップされます。これを容易にするた
め、FCMACはEOFnをEOFa（中断
）に置き換えます。 EOFaも含む不正
なCRCを持つフレームを受信した場合
（たとえば、フレームを「ストンプ」
したカットスルースイッチから受信し
た場合）、
IP_FCMAC_ERRORS_RX_EOFAカウ
ンタが増加し、*および
*Fxx_RHP_NP_EOFAカウンタも増加
します。

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 



OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

IP_FCMAC_CNT_STATS_ERRORS_RX_MAX_FRAME_TRUNCATE5,2410,96S,48S,50i

IP_FCMAC_ERRORS_RX_MAX_FRAME_TRUNCATE CRC6、7、32T、48T、96T、
20i、24V、48V、96Vj

FCMACが受信したフレームのサイズが
2142（私が思うに）最大サイズよりも
大きかった。これは、EOFが検出され
なかった場合に発生します。フレーム
はEOFabortで終了するため、廃棄され
、RHPクロックが使用されます。

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7，注1

なし,48S,50i

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
,5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、48S、50i、32T、48T、96T、20i、
24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 



IP_FCMAC_CNT_STATS_ERRORS_RX_MIN_FRAME_PAD5,2410,96S,48S,50i

IP_FCMAC_ERRORS_RX_MIN_FRAME_PAD 6、7、32T、48T、96T、20i、24V、48V、
96Vj

FCMACが受信したフレームは、最小バ
イト数（60バイトと思う）よりも前に
終了しています。 フレームはEOFアボ
ートで終了するため、ドロップされ、
RHPクロックが使用されます。

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7，注1

なし,48S,50i

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
,5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、48S、50i、32T、48T、96T、20i、
24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,48S,50i,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors <module x> 
5,2410,6,7，注1

なし,48S,50i

ハードウェア内部エラーの表示:96S、32T、48T、
96T、20i、24V、48V、96V

F16_TMM_TOLB_OFFLINE_CNT 5,2410,96S

VIP_TMM_OFFLINE_DROP_CNT 48S、50i

F32_TMM_PORT_OFFLINE 6,32T,48T,96T,20i

F64_TMM_PORT_OFFLINE_DROP 7、24 V、48 V、96 V

送信するインターフェイスに到着した
パケットのうち、送信可能になる前に
インターフェイスがダウンしたパケッ
トです。これは、警告なしにポートが
ダウンした場合に発生します。通常は
、一度に1つか2つになります。

注1:moduleを指定しない場合、デフォルトはアクティブスーパ
ーバイザのモジュール番号になります。 



Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics device <fcmac | 
all>エラー|すべての<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エラー：

 

スロットxはハードウェア内部エラーを示す。5、
2410、6、7、96S、32T、48T、96T、20i、24V、48V、
96V

ラインカードハードウェアの内部統計：

 

スロットx show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> error-stats 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> counter-stats 
5,2410,6,7,96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

表3：インターフェイス上またはインターフェイスに対するアクションを示すFCカウンタ

カウンタ名

 
説明 コマンド 追加情報

ポートでクレジット損失回復が呼び出された回数

これは、Fポートでは1フル秒、Eポートでは1.5秒に設定さ
れています。

リンクがR_RDYモードのとき、CH0はチャネル0です

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors 
<module x> 5,2410,6,7，注1

なし,48S,50i

注
1:moduleを
指定しない
場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ

FCP_SW_CNTR_CREDIT_LOSS5,2410,96S,48S,50i

F32_MAC_KLM_CNTR_CREDIT_LOSS6,32T,48T,96T,20i

F64_CMON_CREDIT_LOSS_CH0_TMR2_HIT7,24V,48V,96V

F64_CMON_CREDIT_LOSS_CH3_TMR2_HIT7,24V,48V,96V



リンクがER_RDYモードの場合、CH3は「通常」VLです ハードウェア内部エラーの表示
:96S、32T、48T、96T、20i、24V、
48V、96V

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 
,5,2410,6,7,note1

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
96S,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

 

スロットxはハードウェア内部エ
ラーを示す。5、2410、6、7、32T、
48T、96T、20i、24V、48V、96V

ラインカードハードウェアの内部
統計：

 

スロットx show hardware internal 
statistics device <fcmac | all>エラ
ー|すべての<port x> 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ザのモジュ
ール番号に
なります。 

FCP_SW_CNTR_FORCE_TIMEOUT_ON5,50i,48S，注2

 

このポートで「system timeout no-credit-drop threshold」に
達した回数。指定された時間、ポートのTx B2Bクレジット
がゼロの場合、ポートはラインレートでパケットの廃棄を

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors 

注
1:moduleを
指定しない



  開始します

注1:9700および9250iの場合、これらのカウンタが増加する
のは、6.2(9)でハードウェアの低速ドレイン機能が導入され
る前だけです。 9148SはNX-OS 6.2(9)で初めてサポートさ
れたため、増分されることはありません。詳細については
、

F16_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_L_H_CNT5 
および
VIP_TMM_STK_PRT_TO_TRANSITION_CH0_CNT48S,50iカ
ウンタは同じことを示します（ただし、OBFLには含まれま
せん）。

<module x> 5、注1

なし,48S,50i

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 5,note1

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

 

スロットxのハードウェア内部エ
ラー:5、50i、48S

ラインカードハードウェアの内部
統計：

 

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all>エラ
ー|すべての<port x> 5,50i,48S

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 5,50i,48S（隠しコマンド）

show logging onboard <module x> 
counter-stats 5,50i,48S（隠しコマンド
）

場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ
ザのモジュ
ール番号に
なります。 

注2:NX-OS 
6.2(9)以降で
は、このカ
ウンタは
MDS 9700、
9250i、
9148Sでは増
加しません
。

Cisco Bug ID 
CSCus93140 

    no-
credit-drop 
SWカウンタ
がMDS 
9700、
9250i、
9148Sで増加
しない

統合：なし
バグはクロ
ーズされま
した。

ポートがsystem timeout no-credit-drop状態から回復した回
数。このステータスは通常、R_Rdyプリミティブが返され
たか、LRおよびLRRが発生した可能性があることを意味し
ます。

注1:9700および9250iの場合、これらのカウンタが増加する
のは、6.2(9)でハードウェアの低速ドレイン機能が導入され
る前だけです。 9148SはNX-OS 6.2(9)で初めてサポートさ
れたため、増分されることはありません。これらはハード
ウェアの内部統計に再度追加され、バグCSCus93140によっ
てオンボードエラー統計が記録されます :

Supハードウェア内部エラー：

show hardware internal errors 
<module x> 5、注1

なし,48S,50i

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 5,note1

注
1:moduleを
指定しない
場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ
ザのモジュ
ール番号に
なります。 

注2:NX-OS 

FCP_SW_CNTR_FORCE_TIMEOUT_OFF5,50i,96S,48s，注2

 



CSCus93140  no-credit-drop SWカウンタがMDS 9700、
9250i、9148Sで増加しない

F16_TMM_PORT_STUCK_FORCE_TIMEOUT_H_L_CNT5も
同じことを示します。

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

 

スロットxのハードウェア内部エ
ラー:5、50i、48S

ラインカードハードウェアの内部
統計：

 

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all>エラ
ー|すべての<port x> 5,50i,48S

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 5,50i,48S（隠しコマンド）

show logging onboard <module x> 
counter-stats 5,50i,48S（隠しコマンド
）

6.2(9)以降で
は、このカ
ウンタは
MDS 9700、
9250i、
9148Sでは増
加しません
。

Cisco Bug ID 
CSCus93140 

    no-
credit-drop 
SWカウンタ
がMDS 
9700、
9250i、
9148Sで増加
しない

統合：なし
バグはクロ
ーズされま
した。

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 、6,7,note1

なし5,2410,96S,48S,50i

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

なし（エラーなし）

ラインカードハードウェアの内部

FCP_SW_CNTR_LINK_RESET_OUT5,2410,96S,50i,48S、注1

F32_MAC_KLM_CNTR_LINK_RESET_OUT6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_LINK_RESET_OUT7、24V、48V、
96V

リンククレジットリセット(LR)がインターフェイスから送信
された回数。これは、クレジット損失の回復中に発生しま
す。

また、「show interface counters detail」の出力では、次の
ように表示されます。

「リンクがアクティブな間のTx Link Reset(LR)」

注：送信されたリンクリセットは、リンクがアクティブで
あるときにのみカウントされます。

注1：これら
は増分され
ません。

Cisco Bug ID 
CSCus99138 

 ポートソ
フトウェア
のカウンタ
が増加しな
い

統合：なし
バグはクロ
ーズ済みで
すが、修正
されていま
せん。

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCus93140


統計：

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all> all 
<port x> 
6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

なし5,2410,96S,48S,50i

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 、6,7,note1

なし5,2410,96S,48S,50i

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

なし（エラーなし）

ラインカードハードウェアの内部
統計：

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all> all 
<port x> 
6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

FCP_SW_CNTR_LINK_RESET_IN5,2410,96S,50i,48S，注1

F32_MAC_KLM_CNTR_LINK_RESET_IN6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_LINK_RESET_IN7,24V,48V,96V

インターフェイスでリンククレジットリセット(LR)が受信さ
れた回数。

注1：これらは増分されません。

また、「show interface counters detail」の出力では、次の
ように表示されます。

「リンクがアクティブな間のRx Link Reset(LR)」

注：受信されたリンクリセットは、リンクがアクティブで
あるときにのみカウントされます。

注1：これら
は増分され
ません。

Cisco Bug ID 
CSCus99138 

 ポートソ
フトウェア
のカウンタ
が増加しな
い

統合：なし
バグはクロ
ーズ済みで
すが、修正
されていま
せん。



なし5,2410,96S,48S,50i

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 、6,7,note1

なし5,2410,96S,48S,50i

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

なし（エラーなし）

ラインカードハードウェアの内部
統計：

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all> all 
<port x> 
6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

なし5,2410,96S,48S,50i

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

FCP_SW_CNTR_LRR_OUT5,48,50i,48S，注1

F32_MAC_KLM_CNTR_LRR_OUT6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_LRR_OUT7、24V、48V、96V

リンククレジットリセット応答(LRR)がインターフェイスか
ら送信された回数。

注1：これら
は増分され
ません。

Cisco Bug ID 
CSCus99138 

 ポートソ
フトウェア
のカウンタ
が増加しな
い

統合：なし
バグはクロ
ーズ済みで
すが、修正
されていま
せん。



show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

FCP_SW_CNTR_LRR_IN5,48,50i,48S，注1

F32_MAC_KLM_CNTR_LRR_IN6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_LRR_IN7,24V8V,96V

インターフェイスでLink Credit Reset Response(LRR)が受
信された回数。

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 、6,7,note1

なし5,2410,96S,48S,50i

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

なし（エラーなし）

ラインカードハードウェアの内部
統計：

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all> all 
<port x> 
6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

なし5,2410,96S,48S,50i

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

注1：これら
は増分され
ません。

Cisco Bug ID 
CSCus99138 

 ポートソ
フトウェア
のカウンタ
が増加しな
い

統合：なし
バグはクロ
ーズ済みで
すが、修正
されていま
せん。

FCP_SW_CNTR_OLS_OUT5,48,60i,48S，注1 Supハードウェア内部エラー： 注1：これら
は増分され

Off Line Sequence（OLS；オフラインシーケンス）がイン
ターフェイスから送信された回数。



F32_MAC_KLM_CNTR_OLS_OUT6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_OLS_OUT7,24 V,48 V,96 V

なし（エラーなし）

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 、6,7,note1

なし5,2410,96S,48S,50i

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

なし（エラーなし）

ラインカードハードウェアの内部
統計：

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all> all 
<port x> 
6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

なし5,2410,96S,48S,50i

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ません。

Cisco Bug ID 
CSCus99138 

 ポートソ
フトウェア
のカウンタ
が増加しな
い

統合：なし
バグはクロ
ーズ済みで
すが、修正
されていま
せん。

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 、6,7,note1

注1：これら
は増分され
ません。

Cisco Bug ID 
CSCus99138 

 ポートソ
フトウェア

FCP_SW_CNTR_OLS_IN5,48,50i,48S，注1

F32_MAC_KLM_CNTR_OLS_IN6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_OLS_IN7,24 V,48 V,96 V

インターフェイスでオフラインシーケンス(OLS)が受信され
た回数。



なし5,2410,96S,48S,50i

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

なし（エラーなし）

ラインカードハードウェアの内部
統計：

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all> all 
<port x> 
6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

なし5,2410,96S,48S,50i

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

のカウンタ
が増加しな
い

統合：なし
バグはクロ
ーズ済みで
すが、修正
されていま
せん。

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 、6,7,note1

なし5,2410,96S,48S,50i

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

FCP_SW_CNTR_NOS_OUT5,48,50i,48S，注1

F32_MAC_KLM_CNTR_NOS_OUT6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_NOS_OUT7,24 V,48 V,96 V

インターフェイスからNot Operational Sequence(NOS)が送
信された回数。

注1：これら
は増分され
ません。

Cisco Bug ID 
CSCus99138 

 ポートソ
フトウェア
のカウンタ
が増加しな
い



ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

なし（エラーなし）

ラインカードハードウェアの内部
統計：

slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all> all 
<port x> 
6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

なし5,2410,96S,48S,50i

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

Supハードウェアの内部統計：

show hardware internal statistics 
<module x | module-all> device 
<fcmac | all> all <port x> 、6,7,note1

なし5,2410,96S,48S,50i

show hardware internal statistics 
device <fcmac | all>エラー|すべて
の<port x> 
32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

ラインカードハードウェア内部エ
ラー：

なし（エラーなし）

ラインカードハードウェアの内部
統計：

FCP_SW_CNTR_NOS_IN5,48,50i,48S、注1

F32_MAC_KLM_CNTR_NOS_IN6,32T,48T,96T,20i

F64_MAC_KLM_CNTR_NOS_IN7,24 V,48 V,96 V

インターフェイスでNot Operational Sequence(NOS)を受信
した回数。

注1：これら
は増分され
ません。

Cisco Bug ID 
CSCus99138 

 ポートソ
フトウェア
のカウンタ
が増加しな
い



slot x show hardware internal 
statistics device <fcmac | all> all 
<port x> 
6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

なし5,2410,96S,48S,50i

OBFL:

show logging onboard <module x> 
error-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

show logging onboard <module x> 
counter-stats 
5,2410,6,7,32T,48T,96T,20i,24V,48V,96V

表4:FC：通常のフローを示すカウンタ

 

カウンタ名 説明 コマンド 追加情報

CHx（または
VLx）で送信
されたフレー
ムの合計数。

F16および
F32 CH0の場
合、CH3は仮
想チャネルま
たは仮想リン
クを示します
。リンクが
R_RDYモー
ドの場合は、
VL0(CH0)の
みが使用され
ます。リンク
がER_RDYモ
ードの場合は
、リンクが発
生している
VLに応じて

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

Supハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7，注1

 

show hardware internal statistics device <fcmac 
| all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,24V,48V,96V

 

ラインカードハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

F16_TMM_CH_CNT_CH05,2410,96S

F16_TMM_CH_CNT_CH15,2410,96S

F16_TMM_CH_CNT_CH25,2410,96S

F16_TMM_CH_CNT_CH35,2410,96S

F32_TMM_PORT_CH0_TX_NP6,32T,48T,96T,20i

F32_TMM_PORT_CH1_TX_NP6,32T,48T,96T,20i

F32_TMM_PORT_CH2_TX_NP6,32T,48T,96T,20i

F32_TMM_PORT_CH3_TX_NP6,32T,48T,96T,20i

F64_TMM_PORT_CH0_TX_NP7、24V、48V、96V

F64_TMM_PORT_CH1_TX_NP7、24 V、48 V、96 V

F64_TMM_PORT_CH2_TX_NP7、24 V、48 V、96 V

F64_TMM_PORT_CH3_TX_NP7、24V、48V、96V

 

注
1:moduleを
指定しない
場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ
ザのモジュ
ール番号に
なります。 
 



増加します。
具体的には、

CH0 - VL0 – 
これは制御仮
想リンクです

CH1 - VL1 – 
これは高優先
順位仮想リン
クです（現在
使用されてい
ません）

CH2 - VL2 – 
低速デバイス
仮想リンク

CH3 - VL3 – 
これは通常の
仮想リンクで
す

ラインカードハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics device fcmac 
all <port 
x>5,2410,96S,6,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

 

CHx（または
VLx）で受信
されたフレー
ムの合計数。

CH0 ～ 
CH3は仮想チ
ャネルまたは
仮想リンクを
示します。リ
ンクが
R_RDYモー
ドの場合は、
VL0(CH0)の
みが使用され
ます。リンク
がER_RDYモ
ードの場合は
、リンクが発
生している
VLに応じて
増加します。
具体的には、

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

Supハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7，注1

 

show hardware internal statistics device <fcmac 
| all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,24V,48V,96V

 

ラインカードハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

ラインカードハードウェアの内部統計情報

F16_RHP_NP_TOTRG_CH05,96S

F16_RHP_NP_TOTRG_CH15,96S

F16_RHP_NP_TOTRG_CH25,96S

F16_RHP_NP_TOTRG_CH35,96S

F32_RHP_NP_TOTRG_CH06

F32_RHP_NP_TOTRG_CH16 F32_RHP_NP_TOTRG_CH26 
F32_RHP_NP_TOTRG_CH36

F64_RHP_NP_TOTRG_CH07,24V,48V,96V

F64_RHP_NP_TOTRG_CH17,24V,48V,96V

F64_RHP_NP_TOTRG_CH27,24V,48V,96V

F64_RHP_NP_TOTRG_CH37,24V,48V,96V

注
1:moduleを
指定しない
場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ
ザのモジュ
ール番号に
なります。 
 



CH0 - VL0 – 
これは制御仮
想リンクです

CH1 - VL1 – 
これは高優先
順位仮想リン
クです（現在
使用されてい
ません）

CH2 - VL2 – 
低速デバイス
仮想リンク

CH3 - VL3 – 
これは通常の
仮想リンクで
す

show hardware internal statistics device fcmac 
all <port 
x>5,2410,96S,6,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

 

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

Supハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7，注1

 

show hardware internal statistics device <fcmac 
| all> all <port x> 96S,32T,48T,96T,24V,48V,96V

 

ラインカードハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

ラインカードハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics device fcmac 
all <port 

VIP_RHP_FRM_CNT48S、50i 受信したフレ
ームの合計数

注
1:moduleを
指定しない
場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ
ザのモジュ
ール番号に
なります。 
 



x>5,2410,96S,6,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

 

VIP_TMM_CH0_CNT48S、50i 送信されたフ
レームの総数

Supハードウェア内部エラー：

なし

 

Supハードウェアの内部統計情報

 

show hardware internal statistics device <fcmac 
| all> all <port x> 48S,50i

 

ラインカードハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

ラインカードハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics device fcmac 
all <port 
x>5,2410,96S,6,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

 

注
1:moduleを
指定しない
場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ
ザのモジュ
ール番号に
なります。 
 

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

Supハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7，注1

 

show hardware internal statistics device <fcmac 
| all> all <port x> 

IP_FCMAC_CNT_STATS_CREDIT_IG_XG_MUX_SEND48S、
50i、5,2410,96S

IP_FCMAC_CREDIT_IG_XG_MUX_SEND_RRDY_REQ6、
32T、48T、96T、20i、7、24V、48V、96V

ポートからピ
アに送信され
たRRDYの数
。理想的には
TOTAL_RXフ
レーム数と同
じ。

注
1:moduleを
指定しない
場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ
ザのモジュ
ール番号に
なります。 
 



96S,48S,50i,32T,48T,96T,24V,48V,96V

 

ラインカードハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

ラインカードハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics device fcmac 
all <port 
x>5,2410,96S,48S,50i,6,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

IP_FCMAC_CNT_STATS_CREDIT_EG_DEC_RRDY48S、
50i、5,2410,96S

IP_FCMAC_CREDIT_EG_DEC_RRDY6、32T、48T、96T、20i、
7、24V、48V、96V

ピアからポー
トが受信した
RRDYの数。
理想的には、
TOTAL_TXフ
レーム数と等
しくする必要
があります。

Supハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

Supハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics <module x | 
module-all> device <fcmac | all> all <port x> 
5,2410,6,7，注1

 

show hardware internal statistics device <fcmac 
| all> all <port x> 
96S,48S,50i,32T,48T,96T,24V,48V,96V

 

ラインカードハードウェア内部エラー：

なし（エラーなし）

 

ラインカードハードウェアの内部統計情報

show hardware internal statistics device fcmac 
all <port 
x>5,2410,96S,48S,50i,6,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

注
1:moduleを
指定しない
場合、デフ
ォルトはア
クティブス
ーパーバイ
ザのモジュ
ール番号に
なります。 
 

表5:FC：輻輳に適用できるSNMP変数



カウンタ名

 
説明 コマンド 追加情報

fcIfTxWaitCount5、注1

fcIfTxWaitCount50i、48S、注2

fcIfTxWaitCount:2410、6、96S、32T、48T、96T、20i、7、24V、48V、96V

 

 

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.15

送信クレジットの不足が原因でFCポート
が待機した回数と、送信にキューイング
されたパケットがありました。これは
2.5us単位です。

秒を計算するには、次のコマンドを実行
します。txwait * 2.5 /1000000

このRx方向のOIDはありません。

ポートモニタによって生成されない

カウンタに基づく：

F16_TMM_PORT_TWAIT_CNT5,2410,96S 

VIP_TMM_TXWAIT_CH0_CNT50i、48秒

VIP_TMM_TXWAIT_CH1_CNT50i、48秒

F32_TMM_PORT_TWAIT 
RRDY6,32T,48T,96T,20i

F64_TMM_PORT_TWAIT7,24 V,48 V,96 V

次の方法で表示
：

show interface 
fcx/y counters 
detailed | i wait

例：

F241-15-09-
9710-1# show 
interface fc10/1 
counters 
detailed

...

fc10/1

...

輻輳統計情報：

  Txタイムアウ
ト破棄： 0

  Txクレジット
損失：0

  送信クレジッ
ト不足による
TxWait 2.5us:0

  最後の
1s/1m/1h/72hの
TxWaitの割合
： 
0%/0%/0%/0%

  受信クレジッ
ト不足による
RxWait 
2.5us:25

注1:6.2(11a)より前のバージョンでは、
このカウンタは不正確でした。Cisco 
Bug IDを参照

CSCus15233  ds-X9232-256K9および
DS-X9248-768K9でのfcIfTxWaitCountの
誤り

6.2(11a)で修正

注2:6.2(11a)より前のバージョンでは、
このカウンタは不正確でした。バグを
参照：

CSCus15745  mds 9250iおよび
9148SのfcIfTxWaitCountが正しくない

6.2(11a)で修正

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCus15233
https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCus15745


fcIfRxWaitCount:6、24 V、48 V、96 V、注1

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.48

インターフェイスで0 Rx B2Bクレジット
が残っていた時間(2.5 us（マイクロ秒
）の間隔)。 これは、スイッチポートが
しばらくの間、それ以上の入力フレーム
を妨げていたことを示します。

TxWaitでは、2.5usよりもさらに細かい
TWAITカウンタが使用されますが、
RxWaitでは、持続時間が2.5us以上の場
合にだけカウンタが増加します。0 Rx 
B2Bクレジット残りの短い期間はカウン
トされません。これは、隣接側の
TxWaitが利用可能であれば、常により優
れた手段になることを意味します。

ポートモニタでは現在使用されていない

64G対応インターフェイスでのみ使用可
能。

次の方法で表示
：

show interface 
fcx/y counters 
detailed | i wait

例：

F241-15-09-
9710-1# show 
interface fc10/1 
counters 
detailed

...

fc10/1

...

輻輳統計情報：

  ...

  受信クレジッ
ト不足による
RxWait 
2.5us:25

  最後の
1s/1m/1h/72hの
RxWaitの割合
： 
0%/0%/0%/0%

注1:Cisco Bug ID CSCwe21119 

SNMP変数fcIfRxWaitCountの作成

9.4(5a)に統合

fcIfCreditLoss5、2、410、6、96S、32T、48T、96T、20i、7、24V、48V、96V

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.37

使用不可のため発生したリンクリセット
の数 
リンクのピア側からのクレジット。

port-monitor 
counter credit-
loss-recoで使用

fcIfLinkResetOuts5、2410、6、96S、32T、48T、96T、20i、7、24V、48V、96V

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.10

によって発行されたリンクリセットプロ
トコルエラーの数 
接続されているFCポートへのFCポート
。

port-monitorカ
ウンタlr-txで使
用

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwe21119


fcIfLinkResetIns5、2410、6、96S、32T、48T、96T、20i、7、24V、48V、96V

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.9

接続されているFCポートからFCポート
が受信したリンクリセットプロトコルエ
ラーの数

port-monitorカ
ウンタlr-rxで使
用

fcIfTimeOutDiscards5、2、410、6、96S、32T、48T、96T、20i、7、24V、48V、
96V

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.35

FCポートでのタイムアウトまたはFCポ
ートがオフラインになったためにドロッ
プされたパケットの数。

port-monitor 
counter 
timeout-
discardsによっ
て使用されます
。

fcIfOutDiscards5、2、410、6、96S、32T、48T、96T、20I、7、24V、48V、96V

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.36

FCポートの出力側で廃棄されたパケット
の総数。これは、複数のタイプのドロッ
プで構成される集約カウンタです。

port-monitor 
counter tx-
discardsで使用
されます。

fcIfTxWtAvgBBCreditTransitionToZero5、2410、6、96S、32T、48T、96T、
20i、7、24V、48V、96V

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.38

100ミリ秒間にインターフェイスのTx 
B2Bクレジットがゼロになった回数。こ
のステータスは、通常、そのインターフ
ェイスに接続されているデバイスでの輻
輳を示します。

port-monitor 
counter tx-
credit-not-
availableで使用

カウンタ
xxx_CNTR_TX_WT_AVG_B2B_ZEROを
参照

詳細については、次を参照してくださ
い。

注：Rx方向にはOIDがありません。

Cisco Bug IDを参照

CSCus93323  Portmonitor 
fcIfTxWtAvgBBCreditTransitionToZeroは
hcAlarmOwnerを切り捨てる

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.28

送信B2Bクレジットがゼロの場合に増分
されます

このカウンタでは、時間がゼロであるこ
とを示す表示はありません。この値は、
瞬時に、または長時間ゼロのままになる
可能性があります。

show interface countersの出力にも次の
ように表示されます。

fcIfBBCreditTransitionFromZero5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V
ポートモニタで
は現在使用され
ていない

TBBZハードウェア統計情報に基づきま
す。

https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCus93323


xxxx：送信B2Bクレジットがゼロに移行

fcHCIfBBCreditTransitionFromZero5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.40

送信B2Bクレジットがゼロの場合に増分
されます

このカウンタでは、時間がゼロであるこ
とを示す表示はありません。この値は、
瞬時に、または長時間ゼロのままになる
可能性があります。

show interface countersの出力にも次の
ように表示されます。

xxxx：送信B2Bクレジットがゼロに移行

ポートモニタで
は現在使用され
ていない

TBBZハードウェア統計情報に基づきま
す。

fcIfBBCreditTransitionToZero5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

OID 1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.39

受信B2Bクレジットがゼロの場合に増分
されます

このカウンタでは、時間がゼロであるこ
とを示す表示はありません。この値は、
瞬時に、または長時間ゼロのままになる
可能性があります。

show interface countersの出力にも次の
ように表示されます。

xxxx:B2Bクレジットを0に受信

ポートモニタで
は現在使用され
ていない

RBBZハードウェア統計情報に基づきま
す。

OID(Oid)1.3.6.1 .4.1.9.9.289.1.2.1.1.41

受信B2Bクレジットがゼロの場合に増分
されます

 

このカウンタでは、時間がゼロであるこ
とを示す表示はありません。この値は、
瞬時に、または長時間ゼロのままになる
可能性があります。

show interface countersの出力にも次の
ように表示されます。

fcHCIfBBCreditTransitionToZero5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V
ポートモニタで
は現在使用され
ていない

RBBZハードウェア統計情報に基づきま
す。



xxxx:B2Bクレジットを0に受信

 

表6:FC：輻輳に関連する割り込み

カウンタ名

 
説明 コマンド 追加情報

F16_FCP_INTR_TMM_P_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_L_H5,2410

Slowport condition detected count(低から高へ
の移行：クレジット待機(cwait)>しきい値)

NX-OS 6.2(1) ～ 6.2(7):100 msの間、ポート
のTxクレジットがゼロになった回数。最初の
100ミリ秒のインターバルでのみ増分されま
す。これらの「pre-slowport-monitor」リリー
スでは、このカウンタが
FCP_SW_CNTR_TX_WT_AVG_B2B_ZEROカ
ウンタの増分をトリガーするために使用され
ました。

NX-OS 6.2(9)以降：実行されません。

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

スロット
x：ハード
ウェア内
部fcmacポ
ートx割り
込みカウ
ントの表
示

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

F16_FCP_INTR_TMM_P_CWAIT_FORCE_TIMEOUT_H_L5,2410

遅いポート状態の終了数(高から低への移行
：creditwait (cwait) <しきい値)

NX-OS 6.2(1) ～ 6.2(7):Txクレジットがゼロ
になった後で、100 ms以上ポートがクレジッ
トを受信した回数。これらの「pre-slowport-
monitor」リリースでは、このカウンタは
FCP_SW_CNTR_TX_WT_AVG_B2B_ZEROカ
ウンタの増分を再アームするために使用され
ました。

NX-OS 6.2(9)以降：実行されません。



スロット
x：ハード
ウェア内
部fcmacポ
ートx割り
込みカウ
ントの表
示

F16_FCP_INTR_TMM_P_STUCK_FORCE_TIMEOUT_L_H5,2410

 

スタックポート状態の検出カウント(低から高
への移行。

次の方法で設定：

「system timeout slowport-monitor xxx 
mode|f」

デフォルトは500ミリ秒で、何も操作しませ
ん。

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

スロット
x：ハード
ウェア内
部fcmacポ
ートx割り
込みカウ
ントの表
示

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

スロット
x：ハード

F16_FCP_INTR_TMM_P_STUCK_FORCE_TIMEOUT_H_L5,2410 スタックポート状態が終了した回数。



ウェア内
部fcmacポ
ートx割り
込みカウ
ントの表
示

VIPER_FCP_INTR_TMM_CWAIT_AVG_LIVE_CH0_OVER_THRESHOLD_RAISING48秒、
50i

VIPER_FCP_INTR_TMM_CWAIT_AVG_LIVE_CH1_OVER_THRESHOLD_RAISING48秒、
50i

遅いポート状態の検出カウント(低から高への
移行：つまり、クレジット待機(cwait) >しき
い値)

NX-OS 6.2(5) ～ 6.2(7):100 msの間、ポート
のTxクレジットがゼロになった回数。最初の
100ミリ秒のインターバルでのみ増分されま
す。これらの「pre-slowport-monitor」リリー
スでは、このカウンタが
FCP_SW_CNTR_TX_WT_AVG_B2B_ZEROカ
ウンタの増分をトリガーするために使用され
ました。

NX-OS 6.2(9)以降：実行されません。

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

スロット
x：ハード
ウェア内
部fcmacポ
ートx割り
込みカウ
ントの表
示

注：VIPERには、
F16のような高から低
への割り込みはあり
ません。

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

スロット
x：ハード
ウェア内
部fcmacポ

VIPER_FCP_INTR_TMM_CWAIT_AVG_LIVE_CH0_OVER_THRESHOLD_FALLING48s,50i

VIPER_FCP_INTR_TMM_CWAIT_AVG_LIVE_CH1_OVER_THRESHOLD_FALLING48s,50i

Slowport condition detected countが終了しま
した。

注記：これらは
OBFLで
VIPER_FCP_INTR_プ
レフィクス付きで表
示されますが、他の
場所ではプレフィク
スなしで表示されま
す。



ートx割り
込みカウ
ントの表
示

VIPER_FCP_INTR_TMM_STUCK_PORT_TIMEOUT_CH0_RAISING48s,50i

VIPER_FCP_INTR_TMM_STUCK_PORT_TIMEOUT_CH1_RAISING48秒，50i

スタックポートタイムアウト値「no-credit-
drop」（デフォルト値は500ミリ秒）で、ポ
ートのTxクレジットがゼロになった回数。

NX-OS 6.2(5) ～ 6.2(7):1s（Fポート）または
1.5s（Eポート）で、ポートのTxクレジット
がゼロになった回数。 これらの「pre-
slowport-monitor」リリースでは、この割り込
みがFCP_SW_CNTR_CREDIT_LOSSカウン
タの増加をトリガーするために使用されまし
た。

NX-OS 6.2(9)以降：実行しないでください。

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

スロット
x：ハード
ウェア内
部fcmacポ
ートx割り
込みカウ
ントの表
示

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

スロット
x：ハード
ウェア内
部fcmacポ
ートx割り
込みカウ

VIPER_FCP_INTR_TMM_STUCK_PORT_TIMEOUT_CH0_FALLING48s,50i 
VIPER_FCP_INTR_TMM_STUCK_PORT_TIMEOUT_CH1_FALLING48s,50i スタックポート状態が終了した回数。



ントの表
示

IP_FCMAC_INTR_PRIM_RX_SEQ_NOS5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

インターフェイスで受信されたNot 
Operational Sequence（NSS；操作上のシー
ケンス）。

NOSは、OLSが受信されるまで継続的に送信
されるプリミティブシーケンスです。

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

show 
hardware 
internal fc-
mac port 1 
interrupt-
counts2、
3、48

スロットx 
show 
hardware 
internal 
fcmac port 
x interrupt-
counts 4、
5、48s、50i

show interface fcx/y 
counters details（イ
ンターフェイスの
fcx/yカウンタの詳細
を表示）

show interface 
detailed-counters（隠
し）

xxx 受信した非動作シ
ーケンス

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

IP_FCMAC_INTR_PRIM_RX_SEQ_OLS5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

インターフェイスで受信されたOff Line 
Sequence。

OLSは、LRが受信されるまで連続的に送信さ
れるシーケンスです。

show interface fcx/y 
counters details（イ
ンターフェイスの
fcx/yカウンタの詳細
を表示）

show interface 
detailed-counters（隠
し）

xxx オフラインシーケ
ンスエラーを受信し
ました



show 
hardware 
internal fc-
mac port 1 
interrupt-
counts2、
3、48

スロットx 
show 
hardware 
internal 
fcmac port 
x interrupt-
counts 4、
5、48s、50i

IP_FCMAC_INTR_PRIM_RX_SEQ_LR5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

インターフェイスでリンクリセットを受信し
ました。LRは、通常、次の2つの条件の下で
送信されます。

1)リンクアップ – NPS/OLS/LR/LRR

2)Credit Loss Recovery(LR):LRが送信され、
各側がB2Bクレジットを完全に補完します。
これにより、リンクがバウンスまたはフラッ
プすることはありませんが、B2Bクレジット
が復元されるだけです。

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

show 
hardware 
internal fc-
mac port 1 
interrupt-
counts2、
3、48

スロットx 
show 
hardware 
internal 
fcmac port 
x interrupt-
counts 4、
5、48s、50i

show interface fcx/y 
counters details（イ
ンターフェイスの
fcx/yカウンタの詳細
を表示）

show interface 
detailed-counters（隠
し）

xxx link reset 
protocol(lrsp)エラー
の受信



IP_FCMAC_INTR_PRIM_RX_SEQ_LRR5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V
インターフェイスでリンクリセットを受信し
ました。これはリンクリセットに応答して送
信されます。

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

show 
hardware 
internal fc-
mac port 1 
interrupt-
counts2、
3、48

スロットx 
show 
hardware 
internal 
fcmac port 
x interrupt-
counts 4、
5、6、48s、
50i

show interface fcx/y 
counters details（イ
ンターフェイスの
fcx/yカウンタの詳細
を表示）

show interface 
detailed-counters（隠
し）

xxx リンクリセット応
答を受信しました

R_RDY損失による貸方回収処理

この割り込みカウントは、ポートが
BB_SCrチェックポイント間でR_RDY(s)損失
を検出した回数をキャプチャし、TX B2Bクレ
ジットカウンタを内部的に増分することでク
レジットアカウンティングを修正します。こ
れは、実際に失われたクレジットの数を示す
ものではありません。

FC-FS-3で定義

17.4.9 BB_クレジットリカバリ

注：BBSCNは、デフォルトで有効になってい
るEポートの長時間にわたる機能です。無効

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

show 
hardware 
internal fc-

NX-OS 8.2(1)では、
FポートのBBSCNサ
ポートが追加されま
した

NX-OS 8.4(1)では、
BBSCNによるNPポ
ートのサポートと、
show interface 
counters detailedコマ
ンドでのバッファか
らバッファへの状態
変更SOF(BB_SCs)お
よびバッファからバ
ッファへの状態変更

IP_FCMAC_INTR_ERR_BB_SCR_INCREMENT 5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V



mac port 1 
interrupt-
counts2、
3、48

スロットx 
show 
hardware 
internal 
fcmac port 
x interrupt-
counts 4、
5、6、48s、
50i

 

次の方法
で表示：

show 
interface 
fcx/y 
counters 
detailed | i 
wait

例：

F241-15-
09-9710-
1# show 
interface 
fc10/1 
counters 
detailed

fc10/1

...

リンク統
計：

...

  
BB_SCsク
レジット

にするには：

インターフェイスfcx/y

no switchport fcbbscn（コマンド）

NX-OS 8.2(1)では、Fポートのサポートが追
加されました。

NX-OS 8.4(1)では、NPポートのサポートが追
加されました。

NX-OS 8.4(1)では、インターフェイスが有効
になっている場合、次のように表示されます
。

B2B状態変更：Admin(on)、Oper(up)、
Negotiated Value(14)

インターフェイスがER_RDYモードの場合は
機能しません。ただし、onと表示されたまま
です。

R_RDY(BB_SCr)カウ
ンタの情報が追加さ
れました。

MDS9710-1# show 
interface fc1/13 
counters detailed | i i 
BB

      0 BB_SCsクレジ
ット再送処理、0 
BB_SCr Txクレジッ
ト増加処理



再送信処
理： 0

  BB_SCr 
Txクレジ
ット増加
処理： 0

OBFL:

show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats（隠
しコマン
ド）

ラインカ
ード：

show 
hardware 
internal fc-
mac port 1 
interrupt-
counts2、
3、48

スロットx 
show 
hardware 
internal 
fcmac port 
x interrupt-
counts 4、
5、6、48s、
50i

 

次の方法
で表示：

show 
interface 
fcx/y 

IP_FCMAC_INTR_ERR_BB_SCS_RESEND5,2410,6,96S,32T,48T,96T,20i,7,24V,48V,96V

フレーム損失（SOF破損）によるクレジット
回復アクション

この割り込みカウントは、ポートがBB_SCチ
ェックポイント間でフレーム損失を検出した
回数をキャプチャし、損失したフレーム数に
相当する余分なR_RDYをピアに送信すること
でピアポートクレジットアカウンティングを
修正します。実際に失われたフレームの数は
示されません。

FC-FS-3で定義

17.4.9 BB_クレジットリカバリ

注：BBSCNは、デフォルトで有効になってい
るEポートの長時間にわたる機能です。無効
にするには：

インターフェイスfcx/y

no switchport fcbbscn（コマンド）

NX-OS 8.2(1)では、Fポートのサポートが追
加されました。

NX-OS 8.4(1)では、NPポートのサポートが追
加されました。

NX-OS 8.4(1)では、インターフェイスが有効
になっている場合、次のように表示されます
。

B2B状態変更：Admin(on)、Oper(up)、
Negotiated Value(14)

インターフェイスがER_RDYモードの場合は
機能しません。ただし、onと表示されたまま
です。

NX-OS 8.2(1)では、
FポートのBBSCNサ
ポートが追加されま
した

NX-OS 8.4(1)では、
BBSCNによるNPポ
ートのサポートと、
show interface 
counters detailedコマ
ンドでのバッファか
らバッファへの状態
変更SOF(BB_SCs)お
よびバッファからバ
ッファへの状態変更
R_RDY(BB_SCr)カウ
ンタの情報が追加さ
れました。

MDS9710-1# show 
interface fc1/13 
counters detailed | i i 
BB

      0 BB_SCsクレジ
ット再送処理、0 
BB_SCr Txクレジッ
ト増加処理



counters 
detailed | i 
wait

例：

F241-15-
09-9710-
1# show 
interface 
fc10/1 
counters 
detailed

fc10/1

...

リンク統
計：

...

  
BB_SCsク
レジット
再送信処
理： 0

  BB_SCr 
Txクレジ
ット増加
処理： 0

OBFL:

'show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats'(show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats)

ラインカ
ード：

F32_FCP_INTR_RCM_PORTxx_CH0_SLOW_STUCK1 6,32T,48T,96T

R_RDYモード：

fcIfRxWtAvgBBCreditTransitiontoZeroを増加

これは、100ミリ秒の入力輻輳インジケータ
です

ER_RDYモード：

チャネル0(VL0)のRx遷移をゼロに増加

Port numberは、「show hardware internal 
fcmac drv-info」に表示されるF64 ASICの内
部ポート番号です。

PORTxxは前面パネル
のポート番号ではあ
りません。これは、
「show hardware 
internal fcmac port x 
port-info」に表示され
る内部ポート番号で
す



「show 
hardware 
internal 
fcmac inst 
x interrupt-
counts」

F64_FCP_INTR_TMM4_Px_CH0_TMR2_THR

fcIfCreditLossを増分

R_RDYモード：

credit-loss-recoveryタイマー(1秒(F)または
1.5秒(E))が期限切れになったことを示します
。credit-loss-recoveryが開始されます。

ER_RDYモード：

チャネル0(VL0)でcredit-loss-recoveryタイマ
ー（1秒または1.5秒）が期限切れになったこ
とを示します。

Port numberは、「show hardware internal 
fcmac drv-info」に表示されるF64 ASICの内
部ポート番号です。

OBFL:

'show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats'(show 
logging 
onboard 
interrupt-
stats)

ラインカ
ード：

「show 
hardware 
internal 
fcmac inst 
x interrupt-
counts」

上付き文字:

5: Cisco MDS 9706/9710/9718 DS-X9448-768K9モジュール

2410:Cisco MDS 9700 - FC/FCIP 24/10 DS-X9334-K9モジュール

6: Cisco MDS 9706/9710/9718 DS-X9648-1536K9モジュール
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32T:Cisco MDS 9132T
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20i:Cisco MDS 9220i
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48V:Cisco MDS 9148V

96V:Cisco MDS 9396V
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F32:F32(Generation 6 ASIC)

F64:F64(Generation 7 ASIC)

Flanker:N7K F3/MDS 40G FCoE ASIC

RI：インターフェイスの要求

TMM：送信メモリマネージャ

FCP_SW：これはソフトウェアカウンタを示します
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翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


